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統

計

論

へ

の

序

説

『
直
接
的
な
総
体
性
』
を
把
握
す
る
1
1

反
映
す
る
1
1

模
字
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
人
間
は
、
抽
象
、
概
念
、
法
則
、
科
学
的
な
世
界
像
、

(
1こ

等
々
を
つ
く
り
な
が
ら
、
永
久
に
そ
れ
に
接
近
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
」

レ
ー
ニ
ン
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
書
八
論
理
学
＞
の
摘
要
」
の
な
か
で
こ
う
の
べ
て
い
る
。
事
物
の
本
質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
科
学

す
れ
ば
、

の
任
務
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
思
惟
形
式
が
、

レ
ー
ニ
ン
の
こ
の
章
句
は
科
学
の
方
法
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
と
る
べ
ぎ
基
本
的
立
場
を
も
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
っ
て

し
て
、
こ
の
形
式
が
も
ろ
も
ろ
の
概
念
、

法
則
、

「
認
識
は
人
間
に
よ
る
自
然
の
反
映
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
純
な
、
直
接
的
な
、
全
一
的
な
反
映
で
な
く
て
、

程
で
あ
り
、
諸
概
念
、
諸
法
則
な
ど
の
定
式
化
、
形
成
の
過
程
で
あ
る
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
概
念
、
法
則
な
ど
（
思
惟
、
科
学
1
1

『
論
理

的
狸
念
』
）
こ
そ
が
、
永
久
に
運
動
し
発
展
し
て
い
る
自
然
の
普
遍
的
な
合
法
則
性
を
、
条
件
的
、
近
似
的
に
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
実
際
に
、
客
観
的
に
一
二
つ
の
項
が
あ
る
。

H
自
然
、
口
人
間
の
認
識
、
お
よ
び
国
人
間
の
認
識
に
お
け
る
自
然
の
反
映
の
形
式
、
そ

カ
テ
ゴ
リ
ー
な
ど
で
あ
る
。

第
二
十
九
巻

第
三
号

一
般
的
に
い
っ
て
、
『
抽
象
』
、
『
概
念
構
成
』
、

『
法
則
の
定
式
化
』
で
あ
る
と

人
間
は
自
然
を
全
体
と
し
て
完
全
に
、

は

統

計

し

が

論

へ

き の

序

説

大

屋

詑

一
連
の
抽
象
の
過

す
な
わ
ち
自
然
の

苧
三三i



で
、
事
実
上
は
非
常
に
異
っ
た
も
の
を
理
解
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
岡
統
計
学
を
狐
立
の
実
質
科
学
と
倣
す
べ
き
か
、
他
の
知
識
部
門
の

観
察
・
研
究
の
形
式
的
方
法
と
見
倣
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
閃
連
し
て
、
③
統
計
観
察
に
際
し
て
の
国
家
お
よ
び
自
治
体
の
行
政
活
動
の

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

G
.
v
o
n

第
二
十
九
巻

第
三
号

と
こ
ろ
で
、
お
の
お
の
の
科
学
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
研
究
対
象
を
も
ち
、
そ
し
て
、
そ
の
研
究
対
象
の
独
自
性
が
研
究
方
法
の
特
殊
性
を

う
み
だ
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

統
計
学
と
い
う
特
殊
な
研
究
分
野
で
は
、
こ
の
二
つ
の
命
題
は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
こ
の
き
わ
め
て
素
朴
な
、
し
か
し
、
お
そ
ら
く
基
本
的
で
あ
る
と
息
わ
れ
る
問
題
意
識
か
ら
は
じ
ま
る
。

（註）

統
計
の
定
義
に
定
説
が
な
い
こ
と
は
こ
の
学
の
歴
史
が
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
註
）
統
吋
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

E

・
エ
ン
ゲ
ル
の
時
代
で
さ
え
;

Ŝ
t
a
t
i
s
t
i
k
 
d
e
r
 
D
i
f
i
n
i
t
i
o
n
e
n
 
d
e
r
 S
t
a
t
i
s
t
i
k
"

が
つ
く
れ
る
ほ
ど
の
数
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
し
て
、
彼
が
、
一
八
六
九
年
の
ハ
ー
グ
に
お
け
る
国
際
統
計
会
議
の
第
一
部
会
で
、
一
八
0
個
も
の
統
計
の
定
義
を
み
つ
け
た
と
報
告

し
た
事
実
が
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
橋
隆
憲
氏
の
「
統
計
の
定
義
と
概
念
に
関
す
る
資
料
」
（
『
社
会
科
学
的
統
計
息
想
の
系
譜
』
第
三
部
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

W
a
l
t
e
r

F
.
 
W
i
l
l
c
o
x

の
『
統
計
の
定
義
集
』

D
e
f
i
n
i
t
i
o
n
s
o
f
 
s
t
a
t
i
s
t
i
c
s
.
 
(
i
n
:
 
R
e
v
u
e
 d
e
 l'institut 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
d
e
 s
t
a
t
i
s
t
i
q
u
e
,
 
3
A
n
n
e
e
,
 

1
9
3
6
,
 
L
i
v
r
.
 4
,
 
p
p
.
 
3
8
8
ー
3
9
9
)

に
は
一
―
五
邸
の
代
表
的
見
解
が
み
ら
れ
る
。

よ
か
ろ
う
。 統

計

論

へ

の

序

説

マ
イ
ヤ
ー
は
、
①
人
々
が
い
ろ
い
ろ
の
時
代
に
、
い
ろ
い
ろ
の
立
場
か
ら
『
統
計
』
と
い
う
同
一
名
称



統

計

論

へ

の

序

説

わ
ゆ
る
常
識
的
理
解
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
と
解
し
て
、
こ
れ
ら
に
研
究
対
象
の
端
初
を
も
と
め
よ
う
と
息
う
。

(
I
)
日
本
統
計
年
鑑
の
統
計
（
表
）

(
I
)
著
名
な
統
計
学
者
の
著
書
に
あ
る
統
計
（
表
）

日
本
統
計
年
鑑
は
年
度
に
よ
っ
て
掲
載
ず
る
統
計
表
の
種
類
お
よ
び
表
数
に
い
く
ら
か
の
ち
が
い
は
あ
る
が
「
各
年
に
お
け
る
わ
が
国
の

(
3
)
 

人
ロ
・
経
済
・
社
会
・
文
化
な
ど
の
全
分
野
に
わ
た
る
基
本
的
統
計
資
料
を
総
合
的
に
集
録
」
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
一
二
十
六
年
版

を
ひ
も
ど
く
と
、
統
計
表
の
分
類
お
よ
び
表
数
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

さ
て
、
わ
た
く
し
は
、
こ
の
三
二
八
表
の
う
ち
か
ら
七
表
を
え
ら
ん
だ
（
以
下
、

A
群
の
統
計
と
よ
ぶ
）
。
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
た
だ
、

そ
う
は
い
っ
て
も
、

（
註
）
た
と
え
ば
、

R.G• 

D
.
 A
l
l
e
n

は
そ
の
著

S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
f
o
r
 
E
c
o
n
o
m
i
s
t
s
.
 (
1
 
st. 
1
9
4
9
,
 

11 th. 
1
9
6
1
,
 
L
o
n
d
o
n
)

に
お
い
て
、
統
寸
の
定

義
を

C
o
n
c
i
s
e
O
x
f
o
r
d
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 (
1
9
2
9
 
e
d
i
t
i
o
n
)

に
も
と
め
て
い
る
。
ア
レ
ン
に
か
き
ら
ず
、
常
識
的
理
解
か
ら
出
発
し
、
統
け
に
つ
い
て

の
そ
れ
以
上
の
認
識
に
す
す
ま
な
い
ま
ま
、
た
だ
ち
に
数
理
解
析
に
言
及
す
る
の
が
英
米
の
著
書
に
共
通
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
十
九
巻

(
2
)
 

関
与
の
度
合
、
こ
れ
ら
が
統
計
概
念
の
そ
の
と
ぎ
ど
き
の
把
握
に
事
実
上
ぎ
わ
め
て
強
い
影
響
を
あ
た
え
る
、
と
の
べ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
今
日
も
な
お
統
計
論
争
の
な
か
に
根
深
く
生
き
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

概
念
の
混
乱
や
定
義
の
ち
が
い
は
研
究
対
象
の
限
定
に
決
定
的
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
事
情
に
も
と
づ
く
混
乱

（註）

を
さ
け
る
た
め
に
は
、
英
米
流
の
統
計
学
教
科
書
の
例
に
な
ら
い
、
常
識
的
理
解
に
も
と
づ
い
て
研
究
の
出
発
点
と
し
て
の
『
統
計
』
を
え

ら
び
、
行
論
に
つ
れ
て
区
別
す
べ
ぎ
も
の
が
あ
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
異
っ
た
取
り
扱
い
を
し
て
ゆ
く
と
い
う
態
度
が
さ
し
あ
た
っ
て
の
良
策

「
常
識
的
理
解
」
と
い
う
こ
と
自
体
が
そ
も
そ
も
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
わ
た
く
し
は
次
の
二
つ
の
も
の
を
、

第
一
一
＿
号

し、



第
二
十
九
巻

第
三
号

数
字
の
種
類
（
総
額
、
平
均
値
、
百
分
比
な
ど
の
）
と
そ
れ
ら
の
配
列
形
式
の
若
干
の
差
異
に
留
意
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
著
名
な
統
計
学
者
」
と
し
て
腔
を
え
ら
ぶ
か
に
よ
っ
て
、
引
例
す
る
統
計
（
表
）
も
お
の
ず
か
ら
こ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
わ
た
く
し
は

（
紆
）

こ
こ
で
い
わ
ゆ
る
「
社
会
科
学
的
統
計
学
源
」
と
目
さ
れ
て
い
る
人
を
除
外
し
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
学
派
に
「
著
名
」
な
人
が
い

な
い
か
ら
で
は
な
く
て
、
彼
ら
の
著
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
統
計
（
表
）
が
ほ
と
ん
ど
統
計
年
鑑
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
統
計
書
か
ら
引
か

（
註
）
こ
の
学
派
の
根
本
的
な
立
場
は
、
社
会
科
学
の
基
礎
の
上
に
、
統
計
学
の
理
論
を
く
み
た
て
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

日木統叶年鑑の統計表

統計表の分類 ！， 表 数

I 土
地象 I I 

2 

II 気 3 

III 人 口 17 

IV 労 働 ＇カ 8 
V 事 業 所 5 

VI 農

菜菜業 I 

15 

VII 林 8 

VIII 水 産 13 

IX 鉱 業 12 

X 製 造 業 5 

XI 建 苔忍r" 業 5 

XII 電気，ガスおよび水道 7 

XIII 生 産 指 数 2 

XIV 物資需給 I 7 

XV 運輸および通信 II 
19 

XVI 商業および貿易 23 

XVII 企業経理 5 

XVIII 通貨および金融 48 

XIX 物価 8 

XX 賃金 ， 
XXI 労働および社会保障 18 

XXII 家 計 10 

XXIII 住 居 5 

XXIV 国民所得および国富， 2 

XXV 財政および国有財産 ， 
XXVI 公務員および選挙 4 

XXVII教育，文化および宗教 22 

XXVIII衛 生 12 

XXIX 司法および警察 10 

XXX 災害および事故 15 

XXI 国際統計 9 

計 328 

統

計

論

へ

の

序

説

ニ
四



第A-1表 経営組織別，産業別事業所数（怯人）（昭和32年）

統

計

論

へ

の

序

説

I I建 製小卸保金｝
-I―不万公ぞ連Iスサ

1総数鉱業 1 設 造卸 除 動益の輸
I I産事他通 1 

三三□□□~:1;; 旦言
2 1,047 2431 1,677 6,314 104 

合 IE 

王の他の
法人

I 111,418 

9911 24,891 

518101,513, 

I 
資料，総理府統計局「事業所統計謁査結果報告」

第B-1表

頭髪の色Hと眼の虹彩の色k

とについての分割表 第B-2表

第
二
十
九
巻

第
三
号

二五

K乳(l)"'ui 金 II 褐黒赤計
英語における文字の度数分布

文字 頻(P;度) 文字 1I 頻(Pj)度

青 '・'"'"II'" I 
47 2,811 

灰 946 1,387 7 46 53 3,132 スペース .1817 M .02075 

褐 115 438 2881 16 857 E .1073 u .02010 
叶 2,829[2,632-1-1,2-23¥ 116 6,800 T .0856 G .01633 

A .0668 Y .01623 
（北川敏男：推測統計学I,p. 151. 

゜
.0654 p .01623 

岩波全書） N .0581 W .01260 

第A-2表 R .0559 B .01179 

製造業の給与種類別・ 1カ月 I 

現金給与額 s .0499 K .00344 
（昭和35年9月：単位円） H .04305 X .00136 

I 1総数 1労務者職員
D .03100 J .00108 

L .02775 Q .00099 
現金給与額 18,593 16,486 25,889 F .02395 Z .00063 
基本給 13,105 10,900 20,730 C .02260 [ 1.0--0-0-00 -

奨励給 1,790 1,929 1,312 

生活補助給 836 703 1,299 北川敏男『推測統計学JI1[ 

超過勁務給 2,700 2,770 2,459 p. 78. C岩波全書）

その他 162 184 89 

資料，労働大臣官房労働統社凋査部

雇用謁査課「労働統計年報」



第B-3'表

Showing the Num-

ber of Successes 

(throws of 4. 5. or 

6) with Throws of 

12 Dice 

Number l F f requ-

Succ゚esses ency 

゜ ゜1 7 

2 60 

3 198 

4 340 

5 731 

6 948 

7 847 

8 536 ， 257 
10 71 

11 11 

12 

゜Total I 4,096 

M. G. Kendall; 

The Advanced 

Theory of Stati-

sties, Vol. 1. p. 19. 

第B-3表

男子の身長

中（単央位の身吋長）1男（頻子度の）数

58.5 

゜59.5 1 

60.5 2.5 

61.5 1.5 

62.5 9.5 

63.5 31. 

64.5 56. 

65.5 78,5 

66.5 127. 

67,5 178.5 

68.5 189. 

69.5 137. 

70.5 137. 

71.5 93. 

72.5 52.5 

73.5 39. 

74.5 17. 

75.5 6.5 

76.5 3.5 

77.5 1. 

78.5 2. 

79.5 0.1 

80.5 

計 1164. 

第A-3表

消費支出階級別世帯

支出階級（全都 1

＇市・全世帯）
円

~ 3,999 

4,000 ~ 7,999 

8,000 ~ 11,999 

12,000 ~ 15,999 

16,000 ~ 19,999 

20,000 ~ 23,999 

24,000 ~ 27,999 

28,000 ~ 31,999 

32,000 ~ 35,999 

36,000 ~ 39,999 

40,000 ~ 43,999 

44,000 ~ 47,999 

48,000 ~ 51,999 

52,000 ~ 55,999 

56,000 ~ 59,999 

60,000 ~ 63,999 

64,000 ~ 67,999 

68,000 ~ 71,999 

72,000 ~ 75,999 

76,000 ~ 79,999 

80,000~ 

44,159 

41 

1,034 

3,574 

5,992 

7,219 

6,685 

5,331 

3,935 

2,830 

1,902 

1,443 

1,083 

708 

576 

417 

288 

220 

189 

124 

102 

466 

註，昭和33年1-11月平均，

資料：総理府統計局「家計

調査年報」

統

計

論

へ

の

序

説

第
二
十
九
巻

R. A. Fisher; Sta-

tistical Methods 

for Research W or-

kers. 1932. p. 48. 

第
三
号

二
六



第A-4表 畳数および闘帯人員別世帯数 （昭和33年）

統

計

論

へ

の序説

居住室 性帯人具別主棋帯数 単位： 1,000世帯

の畳数総数 1人 2人 I3人 4人 15人 I6人 7人. 8人 9人 I10人～
介山 17,411 7351,8462,5213,0073,0602,4711,70411,0"31 515 I 460 
市部 10,798 502 1,296 1,729 2,052 1,905 1,425 911 504 249 225 

~5畳 622 163 202 119 70 37 16 6.4 1.8 0.4 0.2 

6 ~ 8 1,496 164 331 333 289 197 108 48 18 6.3 2.6 

9 ~ 11 2,144 103 

328 I I 455 502 
382 215 104 40 14 6.9 

12~14 2,383 88 282 428 528 465 306 165 75 30 17 

15~17 1,842 54 183 295 388 369 264 156 77 34 22 

18~20 , 1,768 46 147 241 333 351 282 186 100 47 35 

21~23 1,286 28 95 158 224 254 217 150 85 43 33 

24~29 2,306 40 136 230 349 425 411 317 202 102 92 

30~35 1,449 20 68 119 185 251 269 222 150 85 79 

36~47 1,367 :l 17 54 96 156 220 249 225 158 93 98 
48~59 47 5 16 29 48 69 85 79 59 37 43 

60~ 27 2.9 9.2 17 27 40 47 46 35 22 30 

資料，総理府統計局「昭和33年住宅統計謁査結果穀告」

I ， I , 1I 1 1 

防 2 1 

: I 1 1 1 2 1 

透 2 12 7 14 4 3 2 ！ 

す. 12 11 11 12 7 I ， 1 2 1 ;I,., , 18 2, 28 15 , , 1 

さ 1.9 2 10 1 22 22 24 9 7 3 1 

へ 1.6 51 14 39 3 45 28 21 10 7 5, 3 

y 1.3 1 nl 36 48 5 51 29 13 10 4 31 

0.7 1 15 11 1 11 1 6 3 1 2 1 

0.4i 1 2 11 

---＇ .1. .01 1.311.611.91 2.2 2.51 2.8[ 3.1[ 3.41 3.7[ 4.0[ 4.3 4.6 4.9[ 5.2[ 5.5 

電柱の白太の深さ (x 吋）

第B-4表 X と yとの相閃表

第
二
十
九
巻

第
三
号

二
七

佐藤良一郎：数理統計学（増補版） p. 29 



弟B-5表人造電鉛電極の

抗析力 (Kg/cmり

璽試料号I X I j R l試番料号， X I R 

直け和30〗l::三：指；：:~数i::(:し2：~) 1 91.4 I 24 I 12 93.S I 8 
2 93.0 32 13 87.6 45 

3 96.0 23 14 87.4 20 

4 87.8 13 15 82.8 15 

5 90.2 20 16 87.4 35 31 18,348 109.3 108.9 
6 82.4 26 17 97.8 17 32 19,259 113.1 109.3 

7 83.8 14 18 81.6 20 
33 I I 19180 116.2 112.3 

8 71.8 ， 19 82.4 22 34 20,792 124.4 119.5 ， 94.8 19 20 94.6 13 35 22,630 134.3 124.5 

10 84.8 24 計 1745.0 420 
こ11 73.6 21 平均 87.25 21.0 

北川敏男：推測統計学 Il

p. 107. (岩波全書）

第A-6表 国 際 統

第A-5表製造業賃金指数

（昭和30年平均=100)

資料，「労働統計年報」

計（石炭）

~~、1 アメリカ 1 日 本］ィギリス酉ドイッフランス ソ連邦
1,937 448,303 45,258 244,251 44,346 109,878 

1,956 477,085 46,555 225,569 135,616 55,129 303,946 

1,957 467,595 52,255 227,217 134.384 56,795 328,438 

1,958 389,355 49,674 218,285 133,582 57,7211I 353.030 
1,959 388,429 47,258 209,483 126,451 57,606 365,171 

1,960 

資料，国際連合統計部「旦界統計年鑑」

第A-7表産業活動指

（昭和30年平均=100) 

（単位 1,000トン）

数

年 度 I産業活勁 l公益事業 I鉱 工 業
ウェイト 10000.0 I 719.6 9280.4 

昭和 30(1955) 100.0 100.0 100.0 

31 56 123.3 115.0 122.4 

32 57 143.3 128.2 144.5 

33 58 144.2 136.0 144.8 

34 59 178.2 155.9 179.9 

35 60 
I 

2~4.8 183.3 I 227.9 

資料，通崖大臣官房謁査統計部統計解析課「通産統計月報」

統

計

論

へ

の

序

説

第
二
十
九
巻

第
三
号

ニ
八



あ
る
。

統

計

論

へ

類
別
を
お
こ
な
え
ば
、

の

序

説

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、

R
.
A
・
フ
ィ
ッ
ジ
ア
ー
、

M
.
G
・
ケ
ン
グ
ー
ル
、
北
川
敏
男
、
佐
藤
良
一
郎
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
近

代
統
計
学
」
者
の
も
の
か
ら
（
統
計
）
表
を
引
例
し
た
＜
忌
う
。
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
ら
も
い
く
つ
か
の
表
を
統
計

(
4
)
 

年
鑑
類
か
ら
引
い
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
表
よ
り
も
、
こ
こ
に
掲
げ
た
よ
う
な
種
類
の
表

(
B
群
）
が
は
る
か
に
多
い
こ
と
も
事
実
で

統
計
研
究
の
出
発
に
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
の
手
の
な
か
に
は
前
掲
の
十
三
表
が
あ
る
。
そ
の
一
っ
―
つ
の
表
は
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
数
値
の
大
き
さ
が
こ
と
な
っ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
数
値
の
配
列
に
も
若
干
の
相
異
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
は
そ
の
い
ず
れ
の
表
に
た
い
し
て
も
常
識
的
に
「
統
計
（
表
）
」
と
い
う
呼
び
名
を
あ
た
え
て
い
る
。
な
に
が
一
体
こ
れ
ら
の
包
摂
の
基
準

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
追
求
す
る
た
め
に
、

い
ま
、
記
載
の
数
値
そ
の
も
の
の
種
類
や
性
質
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
し
ば
ら
く
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
に
し
て
、
純
粋
に
表
示
形
式
上
か
ら
の

つ
ぎ
に
か
か
げ
る
四
形
式
の
表
が
え
ら
れ
る
。

類
標
識
が
質
的
な
も
の
は
こ
れ
を
質
的
構
造
（
統
計
）
表

q
u
a
l
i
t
a
t
i
v
e
-
c
l
a
s
s
i
f
i
e
d
t
a
b
l
e
 

第
二
十
九
巻

第
三
号

、
、
、

と
し
し

二
九

量
的
分
類
標
議
の
場
合
は
量
的

さ
ら
に
抽
象
を
か
さ
ね
る
と
表
形
式
は
構
造
表
（
第
I
|
1
、
2
、
3
、
表
）
と
系
列
表
（
第
I
ー

4
、
4
表）

と
に
類
別
さ
れ
、
そ
し
て
最

後
に
は
第
一
図
に
到
達
す
る
。
以
下
の
絞
述
の
た
め
に
、
こ
こ
で
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
名
称
を
付
し
て
お
こ
う
。

構
造
（
統
計
）
表

s
t
r
u
c
t
u
r
a
l
t
a
b
l
e
は
表
頭
も
し
く
は
表
側
の
分
類
標
識
の
性
質
に
応
じ
て
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
分

「
類
別
」
↓
「
抽
象
」
↓
「
概
念
化
」
の
過
程
を
あ
ゆ
も
う
。



第1-1'表質的構造（統計）表

（内成表）

第1-1表 質的構造（統計）表

~I 
いl甲

平均または比率

乙 丙 丁 l計

a Xa (、 Pa)
A fu f21 fa1 f4 

b Xo 

•、,.. ' • '1 
Fu 

(Pb) B f12 
··•.. 

C Xe (Pe) 
＇ヽ，::汐，、::・f42

F12 

d Xd (Pd) 
C f 18 /,'•, ·•, f 

e x. (Pe) 

/ ·•. ・. 48 Fis 

f Xr 
D f14 f24 f34 f44 

(Pr) 
'一

F14 

計 l .. _計［恥 F2J 恥 F43I N X 1.00 

（註）第A-2表，第B-2表から

第1-3表量的構造（統計）表

（相関表）

（註）表A-1,表Bー1から

第1-2表量的構造（統計）表

（度数分布表）

統

計

論

へ

の

序

説

~ Y'1~Y"1 fu 

y'2~Y"2 f12 

,,. I II 
Yn~Y n¥ 

l F1j 

x'2 x'm 
l・・・・・・・・・・・・l 
x"2 . x"m 

f21··········••fm1 
f22・.......... ,fm2 

、.・・: : 
，.. ・：：
： ：： 

‘‘、、.. : : : . 
.....、‘、、: ; 
冒/、‘、': : ヽ，：：

¥ . : 
‘、:
‘‘、: ： 

f2n・・・・・・・・・・・ ・fmn Fin 

F2j …•…··F吋
（註）表A-4,表B-4から

計

計

Fu 

F12 

N 

階（級）級 1度数

x'1 ~ x"1 f1 

x'2 ~ x"2 f2 

x'k ~ x"k fk 

計 I N 
（註）表A-:-3,表Bー3,

表Bー3'から

第
二
十
九
巻

第
三
号

10 



構
造
（
統
計
）
表

q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
v
e
-
c
l
a
s
s
i
f
i
e
d
t
a
b
l
e
と
よ
ぶ
。

な
お
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
表
I
|
2
の
形
式
の
も
の
を
度
数
分
布
表

t
a
b
l
e
 o
f
 f
r
e
q
u
e
n
c
y
 d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
、
宰
{
I
I
3
を
和
叩
因
芸
{
c
o
r
r
e
l
a
t
i
o
n
 t
a
b
l
e

と
よ
ぶ
の
が
涸
唸
例
で
あ
る
。

他
方
、
表
Iー

4
の
形
式
の
も
の
は
こ
れ
を
系
列
（
統
計
）
表

series
t
a
b
l
e

と
よ
び
、
そ
の
分
類
標
識
が
順
序
も
し
く
は
時
間
的
経

過
の
表
は
、
と
く
に
時
系
列
表

t
i
m
e
series 
t
a
b
l
e

と
な
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
同
種
の
事
象
が
場
所
の
系
列
と
し
て
表
示
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
場
所
的
系
列
（
統
計
）
表

partial
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 t
a
b
l
e
と
い
う
。

第1-4表 系列表

． 
第1-4'表

統計論への序説

No. I Y, No. I P. (y) 

1. I Yl, 1. P1, (y1) 

2. Y2, 2. 恥，(y2)

3. 文3, 3. Pa, (y. s) 
： 

I 

Yn, n Pn, (ぷ）

（註）表A-6から （註）表A-5,表B-5,

表A-7から

第1図

A表番号
(table numbers) 

~ 
統計表の名称

B表題
(title of table) 

D. 表 頭
(boxhead) 

F. (field) 

第
二
十
九
巻

E

表

(stub) 

第一
1

一号

側

G. 駒 (cell) 

F. 
-

(field) 

C: 表頭見出し C': 表側見出し



第C-1表賃金

-1961年10月分ー

甲 乙 丙

基本給 I！ 1s,ooo 15,000 20,000 

奨励給 2,000 4,000 6,000 

生活補助給 1,000 1,400 1,400 

超勤給 1,500 

゜゜
その他 500 

゜
600 

給与額 18,000 I 20,400 28,000 

第C-2表

表

単位：円

太郎の身長

年 月 日 I身 長

cm 
s 30. 4. 1 65.4 

s 31. ,, 77.9 

s 32. II 85.7 

s 33. II 93.4 

s 34. " 99.6 

s 35. ,, 104.7 

統

計

論

へ

の

序

説

不
充
分
で
あ
る
。

こ
こ
に
構
造
統
計
表
と
系
列
統
計
表
ら
し
く
思
え
る
二
つ
の
表

(
C
群
）
が
あ
る
。

「
統
計
と
は
、
表
頭
も
し
く
は
表
側
の
標
識

第
二
十
九
巻

い
ず
れ
に
せ
よ
、
統
計
を
そ
の
外
的
表
示
形
式
の
み
か
ら
、
か
り
に
定
義
づ
け
る
な
ら
ば
、

第
三
号

に
対
応
す
る
事
象
を
量
的
に
表
現
し
た
数
字
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
規
定
で
は
統
計
を
あ
ら
わ
す
の
に
き
わ
め
て



統

計

論

へ

事
象
の
表
示
形
式
の
側
面
か
ら
い
え
ば
、
す
く
な
く
と
も
前
項
の
規
定
を
満
足
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
ら
の

数
値
に
た
い
し
て
統
計
な
る
名
称
を
あ
た
え
る
人
は
い
な
い
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
統
計
の
内
的
形
式
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
示
形
式
が
類
似
し
て
い
る
第
A
_
2
表
と
第

cー
1
表
、
第
A
ー

6
表
と
第
C
_
2
表
と
を
え
ら
び
、
四
者
に
共
通
な
側
面
か

ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

事
象
は
数
字
形
態
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

個
々
の
数
字
は
そ
れ
ら
を
う
み
だ
し
た
個
々
の
事
象
ま
た
は
経
験
と
密
接
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
の
背
離
を
許
さ
な

い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
数
値
は
つ
ね
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
標
識
に
対
応
し
た
記
載
形
式
を
要
求

す
る
。

だ
が
、

の

序

説

い
ま
す
こ
し
立
入
っ
て
考
察
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
、

「
A
群

(
B
群
）
の
数
字
は
い
ず
れ
も
集
団

M
a
s
s
e
な
い
し
は
集
合

K
o
l
l
e
k
t
i
く
の
事
象
を
表
現
し
て
い
る
の
に
、

個
体
に
つ
い
て
の
記
述
で
し
か
な
い
」
と
い
う
基
本
的
な
差
異
を
見
出
す
。

人
が

C
群
の
数
字
に
た
い
し
て
「
統
計
」
と
い
う
呼
称
を
あ
た
え
な
い
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
集
団
的
把
摺
の
欠
除
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

統
計
の
概
念
な
ど
あ
ま
り
や
か
ま
し
く
い
わ
な
い
数
理
統
計
学
者
で
さ
え
「
集
団
的
把
握
と
数
量
的
表
現
、
こ
れ
が
ど
ん
な
場
合
に
で
も
、

(
5
)
 

統
計
に
は
共
通
不
可
欠
の
性
格
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
ま
で
き
て
、
よ
う
や
く
統
計
に
つ
い
て
の
―
つ
の
定
義
に
到
達
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
定
義
に
対
応
す
る
統
計
の
性
格

は
、
わ
れ
わ
れ
が
研
究
の
端
初
と
し
て
え
ら
ん
だ
十
三
の
具
体
的
な
表
か
ら
み
ち
び
き
だ
し
た
質
的
構
造
表
、

お
よ
び
系
列
表
に
記
号
列
と
し
て
示
め
さ
れ
た
数
値
と
同
一
次
元
の
も
の
で
あ
る
。

(:::) （一）

第
二
十
九
巻

第
三
号

度
数
分
布
表
（
相
関
表
）
、

三

c群
の
数
字
は



き
な
い
数
論
理
の
泉
に
で
あ
う
だ
ろ
う
。

統

計

論

へ

の

序

説

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
表
の
標
識
お
よ
び
数
値
（
記
号
）
と
、

構
造
表
が
あ
ら
わ
し
て
い
る
内
容
は
、
①

9

の
大
き
さ
{
N
(
Q
)
}
=
N
§
:
 集
団
9

の
な
か
で
標
識
A
.
B
.
C
…
を
も
つ
単
位

Einheit t
!、
そ
れ
ぞ
れ
集
団
凶
•
⑱
•
©
…
を
構
成
し
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
集
団
9

の
部
分
集
団
T
e
i
l
m
a
s
s
e
で
あ
る
と
い
う
関

係

{
9
I
I
V
(
A
)
、（
B
)
、（
C
)
、
…
・
:
）
、
お
よ
び
⑱
そ
の
部
分
集
団
の
大
き
さ

(
N
(
A
)
}
1
1
 f
A
、
{
N
(
B
)
}
 =
f
B
、
(
N
(
C
)
}
=
f
o
、
..... .
 

度
数
分
布
表
と
相
関
表
も
そ
の
あ
ら
わ
す
内
容
は
、
分
類
標
識
の
性
質
が
量
的
で
あ
る
と
い
う
点
以
外
に
は
、
構
造
統
計
表
と
な
に
ら

集
団

9
を
構
成
し
て
い
る
単
位
が
質
的
に
は
同
一
範
疇
に
属
し
、

場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
統
計
は
二
通
り
の
表
示
形
式
を
と
る
。
そ
の
一
っ
は
度
数
分
布
表
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
平
均
値
に

よ
る
表
現
で
あ
る
。

同
時
系
列
表
は
集
団

9

の
時
間
的
変
化
の
数
量
的
表
示
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
統
計
の
背
後
に
は
集
団

9

が
あ
る
。
議
論
を
も
と
に
か
え
そ
う
。
こ
の
段
階
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
研
究
対
象
は
構

造
表
と
系
列
表
に
記
号
の
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
数
値
ま
た
は
数
列
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
数
値
お
よ
び
数
列
そ
の
も
の
は
そ
れ
を
ど
ん
な
に
注
意
深
く
考
察
し
て
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
無
味
乾
燥
な
記
号
列
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
だ
が
、
ひ
と
た
び
、
こ
れ
ら
の
数
列
に
た
い
し
て
演
算
思
考
を
め
ぐ
ら
す
な
ら
ば
、
く
め
ど
も
っ

倖）
こ
と
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

(==) 
で
あ
る
。

H る
と
、

量
的
に
こ
と
な
る
大
き
さ
の
属
性
（
変
量

v
a
r
i
a
t
e
)

を
有
す
る

こ
の
表
現
形
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
事
象
と
の
関
係
を
追
求
し
て
み

第
二
十
九
巻

第一
1

一号

四



こ
の
よ
う
に
、

五

「
類
別
ー
抽
象
ー
概
念
化
」
の
思
考
過
程
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
数
理
統
計
学
は
統
計
に
つ
い
て
の
科
学
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
、
数
値
の
集
合
に
関
す
る
論
理
を
探
究
す
る
学
問
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
お
の
ず
か
ら
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

（
註
）
数
理
統
計
学
を
記
述
統
計
学
の
発
展
な
い
し
は
純
化
の
所
産
と
み
る
か
、
確
率
論
の
応
用
分
科
と
み
る
か
異
論
の
あ
る
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
、
こ

こ
で
そ
の
点
を
深
く
追
求
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
さ
し
あ
た
り
数
理
統
計
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ェ
ー
マ
が
統
計
資
料
の
い
か

な
る
拍
象
の
段
階
と
接
合
す
る
か
を
確
か
め
て
お
け
ば
こ
と
た
り
る
の
だ
か
ら
。

数
理
統
計
学
の
研
究
成
果
で
あ
る
数
論
理
は
統
計
調
査
や
統
計
利
用
に
際
し
て
き
わ
め
て
広
範
囲
に
用
い
ら
れ
る
。

践
の
場
で
浪
ず
る
役
割
と
意
義
と
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
究
し
た
い
と
思
う
。

マ
ル
ク
ス
は
『
経
済
学
批
判
序
説
』
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
す
こ
し
な
が
い
引
用
に
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
さ
き
に

お
こ
な
っ
た
「
抽
象
」
に
た
い
す
る
反
省
を
も
か
ね
て
、
こ
こ
に
掲
げ
よ
う
と
思
う
。

「
実
在
的
で
具
体
的
な
も
の
か
ら
、
現
実
的
な
前
提
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
経
済
学
で
は
全
社
会
的
生
産
行
為
の
基
礎
で
あ
り
主
体
で
あ

る
人
口
か
ら
は
じ
め
る
の
が
た
だ
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
も
っ
と
た
ち
い
っ
て
考
察
す
る
と
あ
や
ま
り
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
人
口
は
、
た
と
え
ば
、
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
階
級
を
除
外
す
れ
ば
―
つ
の
抽
象
で
あ
る
…
…
。
だ
か
ら
私
が
人
口
か
ら
は
じ

め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
体
に
つ
い
て
の
―
つ
の
混
沌
と
し
た
表
象
で
あ
っ
て
、
い
っ
そ
う
く
わ
し
く
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
は
分

析
的
に
、
し
だ
い
に
、
も
っ
と
も
簡
単
な
諸
概
念
に
ち
か
づ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
表
象
さ
れ
た
具
体
的
な
も
の
か
ら
、
ま
す
ま

す
稀
薄
な
抽
象
的
な
も
の
に
す
す
ん
で
い
っ
て
、

統

計

論

へ

の

序

説 四

つ
い
に
は
、
も
っ
と
も
簡
単
な
諸
概
念
に
到
達
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
今
度
は
ふ
た
た

第
二
十
九
巻

第
三
号

そ
こ
で
、
統
許
数
理
が
統
計
実



る
「
類
別
↓
抽
象
」
の
過
程
を
反
省
し
て
、

道
」
、
「
後
方
へ
の
旅
」
、
す
な
わ
ち
、
統
計
な
る
も
の
を
「
―
つ
の
精
神
的
に
具
体
的
な
も
の
と
し
て
再
生
産
す
る
た
め
の
恩
惟
」
が
不
可

能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
多
く
の
規
定
と
関
係
と
を
も
つ
豊
富
な
一
総
体
」
と
し
て
の
統
計
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
も
で
き
な
い
。

道
は
二
つ
あ
る
。
統
計
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
認
識
を
放
棄
し
て
、
数
理
統
計
学
の
門
に
か
け
こ
む
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
前
項
に
お
け

「
下
向
」
月
「
上
向
」
の
思
惟
様
式
が
可
能
な
道
を
見
出
す
か
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
わ
れ
わ
れ
が
前
項
で
え
た
抽
象
物
（
集
団

g
を
あ
ら
わ
す
数
値
お
よ
び
数
列
）
か
ら
は
、

さ
含
に
、
わ
れ
わ
れ
は
「
類
別
」
と
「
抽
象
」
と
に
よ
り
数
理
統
計
学
の
門
前
ま
で
き
た
。
こ
の
思
惟
過
程
は
一
見
、

一
の
方
法
」
あ
る
い
は
「
下
向
の
道
」
に
に
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
た
る
抽
象
物
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
「
稀
薄
」
で
「
単
純
」

な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
統
計
の
本
質
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
ふ
く
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

外
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
こ
え
て
、

(
6
)
 

あ
る
」

か
つ
自
己
自
身
を
う
む
概
念
の
産
物
で
は
な
く
、

統

計

論

へ

の

序

説

第
二
十
九
巻

第
三
号

「
上
向
の

び
後
方
へ
の
旅
が
は
じ
め
ら
れ
て
、
最
後
に
ふ
た
た
び
人
口
に
た
ど
り
つ
く
で
あ
ろ
う
。
だ
が
今
度
は
、
全
体
に
つ
い
て
の
―
つ
の
混
沌
と

し
た
表
象
と
し
て
の
人
口
で
は
な
く
て
、
多
く
の
規
定
と
閲
係
と
を
も
つ
豊
富
な
一
総
体
と
し
て
の
人
口
に
た
ど
り
つ
く
で
あ
ろ
う
…
…
。

第
一
の
方
法
で
は
、
完
全
な
表
象
が
蒸
発
さ
せ
ら
れ
て
抽
象
的
な
規
定
と
な
り
、
第
二
の
方
法
で
は
、
抽
象
的
な
諸
規
定
が
思
惟
の
道
を

と
お
っ
て
具
体
的
な
も
の
の
再
生
産
に
到
達
す
る
：
゜
…
。
し
か
し
、
抽
象
的
な
も
の
か
ら
具
体
的
な
も
の
に
上
向
す
る
方
法
は
、
具
体
的
な

直
感
と
表
象
と
の
概
念
え
の
加
工
で

も
の
を
わ
が
も
の
に
す
る
た
め
の
、
具
体
的
な
も
の
を
―
つ
の
精
神
的
に
具
体
的
な
も
の
と
し
て
再
生
産
す
る
た
め
の
思
惟
に
と
っ
て
の
様

式
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
決
し
て
具
体
的
な
も
の
自
体
の
成
立
過
程
で
は
な
い
…
…
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
思
惟
さ
れ
た
具
体
的

な
も
の
と
し
て
、
事
実
上
の
思
惟
お
よ
び
概
念
作
用
の
産
物
で
あ
る
か
ぎ
り
で
、
た
だ
し
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
直
感
と
表
象
と
の

思
惟
し
、

六

マ
ル
ク
ス
の
「
第

「
第
二
の
方
法
」
、



「
A
群
の
表
に
お
い
て
は
、
調
査
の
場
所
（
範
囲
）

の
規
定
が
、

い
ず
れ
も
、

七

「
上
向
」
へ
の
絆
が
き
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
抽
象
の
過
程
で
、
捨
象
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
捨
象
し
た
か
ら
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
「
捨
象
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
は
お
そ
ら
く
統
計
の
本
質
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

は
そ
れ
を
さ
が
す
た
め
に
、
い
ま
一
度
、
ま
え
に
掲
げ
た
十
一
1

一
の
具
体
的
な
表
に
目
を
む
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

い
差
異
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、

す
で
に
み
た
よ
う
に
、

A
群
の
表
と

B
群
の
そ
れ
と
の
あ
い
だ
に
は
、
統
計
の
形
式
的
側
面
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
そ
こ
に
い
ち
じ
る
し

つ
ぎ
の
点
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
根
本
的
な
相
異
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

統
計
論
へ

の
序
説

そ
の
数
値
と
不
可
分
で
あ
る
の
に
反
し
て
、

は
、
そ
の
数
値
は
時
・
空
の
制
約
か
ら
独
立
し
て
い
て
こ
そ
、
実
践
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
」

換
言
す
れ
ば
、

B
群
の
数
値
は
実
験
装
置
、
観
測
装
置
、
測
定
器
具
な
ど
が
、
人
に
よ
り
、
あ
る
い
は
測
定
の
場
所
の
ち
が
い
か
ら
影
響

さ
れ
る
と
こ
ろ
、
す
く
な
け
れ
ば
す
く
な
い
ほ
ど
、

n
u
m
e
r
i
c
a
l
d
a
t
a
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。
し
か
る
に
、
そ
う
し
た

n
u
m
e
r
i
c
a
l

（註）

d
a
t
a
を
う
る
努
力
を
統
計
家
の
義
務
で
あ
る
と
強
調
す
る
人
は
あ
っ
て
も
そ
の
過
程
そ
の
も
の
を
統
計
学
の
体
系
の
な
か
で
取
り
扱
う
人

は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
実
験
論
な
い
し
は
測
定
論
と
い
う
別
個
の
研
究
分
野
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

（註）

w
．E
・
デ
ミ
ン
グ
は
、

W
.
A
・
シ
ュ
ー
ハ
ー
ト
の
講
義
録

Statistical
m
e
t
h
o
d
s
 f
r
o
m
 the 
V
i
e
w
p
o
i
n
t
 of 
Quality 
Control. 

1
9
3
9
.
 

え
の
序
文
で
「
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
の
大
抵
の
者
は
、
今
日
ま
で
統
計
家
の
仕
事
と
は
、
測
定
し
た
り
、
予
測
を
行
っ
た
り
、
計
画
を
た
て
た
り

す
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
測
定
す
る
事
物
に
変
化
を
お
こ
そ
う
と
す
る
こ
と
（
事
象
発
生
の
条
件
を
可
能
な
か
ぎ
り
等
し
く
す

る
こ
と
…
…
引
用
者
）
が
、
統
計
家
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
は
極
め
て
す
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
り
そ
め
に
も
統
計
家
お
よ
び
調

査
研
究
従
事
者
が
、
お
互
い
の
成
果
を
最
大
限
に
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
見
解
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
彼
の

第
二
十
九
巻

第
三
号

B
群
の
表
で



五

立
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

統

計

論

へ

の

序

説

第
二
十
九
巻

第
三
号

「
目
的

A
群
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
数
値
そ
の
も
の
が
調
査
の
範
囲
お
よ
び
調
査
方
法
な
ど
と
密
接
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ

れ
ら
の
数
値
（
統
計
）
が
作
成
さ
れ
る
過
程
そ
の
も
の
も
当
然
に
問
題
と
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

統
計
と
そ
の
作
成
過
程
そ
の
も
の
の
認
識
は
経
済
学
の
課
題
で
は
な
い
。
そ
う
し
て
、
今
日
の
段
階
で
は
、
お
そ
ら
く
政
治
学
の
対
象
と

も
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
統
計
そ
の
も
の
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
作
成
と
利
用
を
認
識
対
象
と
す
る
―
つ
の
学
問
分
野
が
成

統
計
を
集
団
に
つ
い
て
の
数
量
的
表
示
で
あ
る
と
規
定
す
る
と
き
、
こ
の
規
定
に
は
、
統
計
が
調
査
主
体
の
合
目
的
活
動
の
所
産
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
い
か
な
る
事
象
も
調
査
ま
た
は
測
定
、
測
量
と
い
う
活
動
の
媒
介
な
し
に
は
、
数
量
的

表
現
を
と
り
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
、
調
査
、
測
定
、
測
量
は
な
ん
ら
の
目
的
な
し
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
換
言
す

そ
の
結
果
た
る
数
値
お
よ
び
数
列
も
、
そ
れ
が
統
計
で
あ
る
か
ぎ
り
、

れ
ば
、
集
団
の
数
量
的
反
映
過
程
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、

性
」
を
含
ん
で
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
る
に
、
こ
の
目
的
性
の
側
面
は
前
項
ま
で
の
思
惟
過
程
で
は
完
全
に
捨
象
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
項
に
お
い
て
は
、
こ
の
側
面
か

ら
前
掲
の
諸
表
を
吟
味
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

A
群
の
数
値
は
、
集
団
の
大
き
さ
（
た
と
え
ば
、
第
A
|
1
表
で
は
わ
が
国
に
お
け
る
法
人
の
事
業
所
数
は
昭
和
三
十
二
年
六
月
一
日
現

在
で
、
ど
れ
だ
け
あ
る
か
）
と
、
そ
の
部
分
集
団
の
大
き
さ
（
経
営
組
織
別
お
よ
び
産
業
別
に
み
れ
ば
、
事
業
所
数
は
ど
の
よ
う
に
分
布
し

統
計
学
の
理
論
は
、
人
も
知
る
よ
う
に
数
理
統
計
学
で
あ
る
。

八



統

計

論

へ

の

序

説

て
い
る
か
）
が
不
明
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
調
査
さ
れ
、
質
的
構
造
統
計
表
の
形
式
に
分
類
、
集
計
、
表
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
所
数

は
、
調
査
主
体
な
い
し
は
研
究
者
の
意
志
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
年
々
、
経
営
組
織
別
に
み
て
も
、
産
業
別
に
み
て
も
、
そ
の
国
の
政
治
・

経
済
と
影
響
し
合
い
な
が
ら
増
減
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
事
業
所
の
存
在
形
態
そ
れ
自
身
が
―
つ
の
歴
史
的
、
社
会
的
事
実
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
調
査
の
結
果
た
る
数
値
も
調
査
目
的
、
調
査
範
囲
、
調
査
方
法
な
ど
と
密
接
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
事
実
の
数
量
的
記
述

し
か
る
に
、

B
群
の
数
値
、
た
と
え
ば
、
第
B
|
1
表
は
六
八

0
0人
の
調
査
結
果
の
表
示
で
あ
る
が
、
調
査
客
体
の
数
は
、
な
に
も
六

八
0
0人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
絶
体
的
条
件
は
な
い
。
調
査
と
分
析
の
た
め
の
時
間
と
費
用
さ
え
許
せ
ば
、

あ
っ
て
も
、

1
0
0、
0
0
0人
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
し
、
ま
た
、
調
査
上
の
条
件
い
か
ん
で
は
、
三
、

0
0
0人
、
あ
る
い
は
一
、

0
 0
0人
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
分
類
標
識
に
応
じ
て
分
割
、
表
示
さ
れ
る
部
分
集
団
の
大
き
さ
も
、
調
査
主
体
の
側
で

条
件
に
応
じ
て
任
意
に
決
定
す
る
基
本
集
団
の
数
に
か
か
わ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

B
群
の
数
値
は
、
集
団
の
大
き
さ
が
不
明
だ
か
ら
、

と
い
う
性
格
し
か
も
ち
え
な
い
。

こ
れ
を
測
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

し
、
測
定
、
分
類
し
た
結
果
で
あ
る
。
別
の
目
的
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、
集
団
に
つ
い
て
の
性
質
や
関
係
（
た
と
え
ば
、
平
均
値
、
比

率
、
分
散
度
、
相
関
係
数
な
ど
）
の
安
定
的
な
、
あ
る
い
は
恒
常
的
な
値
を
見
い
だ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
集
団
構
成
の

条
件
さ
え
と
と
の
え
ば
、
大
数
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
値
は
安
定
的
、
な
い
し
は
恒
常
的
な
も
の
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
要
求
さ
れ

（註）

る
安
定
性
の
度
合
と
時
間
お
よ
び
費
用
を
考
慮
し
て
、
調
査
主
体
の
側
で
そ
の
大
き
さ
を

n
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
性
質
の
集
団
で
あ
る
。

（
註
）
英
米
派
統
計
学
が
「
統
計
方
法
の
基
礎
は
大
数
法
則
で
あ
る
」
と
す
る
の
は
、

る
こ
と
か
ら
く
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

彼
等
が
こ
の
B
群
の
性
格
を
有
す
る
集
団
を
統
計
方
法
の
対
象
と
す

第
二
十
九
巻

別
の
目
的
の
た
め
に
集
団
を
構
成

第
三
号

九

1
0
、
0
0
0人
で



と
主
張
し
て
い
る
と
き
、

し
か
し
な
が
ら
、

い
ま
や
、
研
究
対
象
の
限
定
に
あ
た
り
、

第
二
十
九
巻

第
三
号

集
団
に
お
け
る
安
定
的
な
い
し
は
恒
常
的
な
値
を
う
る
た
め
に
は
、
大
数
で
あ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
だ
が
、
時
、
場
所
、
主
体
お
よ
び

そ
の
他
の
条
件
が
測
定
値
に
影
響
を
あ
た
え
な
い
よ
う
な
集
団
構
成
、
す
な
わ
ち
条
件
の
同
一
性
の
確
保
を
前
提
と
す
る
大
数
に
よ
る
集
団

(
7
)
 

構
成
は
、
実
際
問
題
と
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
小
標
本
の
理
論
は
こ
の
矛
盾
の
解
決
の
た
め
形
成
、
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

A
群
の
数
値
と
B
群
の
そ
れ
と
は
、
形
式
的
な
抽
象
の
産
物
と
し
て
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
全
く
、
類
似
の
数
列
と
な
る
が
、
集
団
と

そ
れ
を
語
る
統
計
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
目
的
性
の
差
異
を
考
慮
す
る
と
「
こ
の
両
者
は
た
だ
集
団
な
る
故
に
同
一
視
す
べ
き
も
の
で
は
な

(
8
)
 

く
」
似
て
非
な
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
数
量
的
表
現
で
あ
る
数
値
に
つ
い
て
も
、
そ
の
語
る
内
容
が

こ
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
な
に
ら
か
の
用
語
上
の
区
別
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、

B
群
の
数
値
が
「
統
計
」
と
い
う
名
で
よ
ば
れ
て
き
た
歴
史
は
な
が
い
。
そ
う
し
て
、
蠅
川
虎
三
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
差
異

(
9
)
 

が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
種
の
数
値
は
「
測
定
値
」
ま
た
は
「
測
定
値
集
団
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今

日
に
お
い
て
も
大
多
数
の
人
は
こ
の
相
異
に
ふ
れ
た
が
ら
ず
、
い
ぜ
ん
と
し
て
「
統
計
」
な
る
呼
称
を
も
ち
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
あ
る
人
が
「
一
個
の
麦
芽
の
測
定
結
果
は
統
計
で
は
な
い
が
、
二
個
の
麦
芽
（
個
体
の
集
合
）
の
特
性
値
は
統
計
で
あ
る
」

「
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う
統
計
と
は
異
っ
て
い
る
か
ら
、
側
定
値
と
よ
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
批
判
す
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
強
制
的
に
そ
の
名
称
を
か
え
さ
せ
る
手
は
な
に
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
学
問
上
の
用
語
に
は
『
先
有
権
』
な
ど
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
解
決
も
こ
の
学
の
歴
史
の
推
移
に
ま
つ
以
外
に
道
は
な
い
。
そ
う
し
て
「
『
統
計
』
と
い
う

(10) 

同
一
名
称
で
、
事
実
上
は
非
常
に
異
っ
た
も
の
を
理
解
す
る
」
時
代
や
人
々
が
当
分
つ
づ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

と

も

あ

れ

、

わ

れ

わ

れ

は

再

び

出

発

点

に

か

え

っ

た

。

少

し

の

迷

い

も

な

い
。
と
い
う
の
は
客
観
的
に
社
会
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
政
府
統
計
お
よ
び
私
統
計
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
作
成
過
程
と
利
用
形
態
の
ほ

統

計

論

へ

の

序

説

四
〇



統

計

論

へ

の

序

設

指
摘
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

（註）ー．本
稿
で
は
、
常
識
的
に
「
統
計
（
表
）
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
目
の
前
に
お
き
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
統
計
の
特
徴
を
あ
れ
こ
れ
と

れ
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
研
究
対
象
と
し
て
限
定
し
た
統
計
は
、
そ
の
作
成
過
程
す
な
わ
ち
統
計
調
査
と
密
接
不
可
分
の
も
の
な
の
だ
か

ら
。
換
言
す
れ
ば
「
統
計
の
認
識
」
は
「
統
計
調
査
の
認
識
」
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
十
全
の
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
次
稿
の
課
題
で
あ
る
。

あ

と

が

き

か
に
は
、
も
は
や
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
ぐ
べ
ぎ
も
の
は
の
こ
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。

レ
ー
ニ
ン
全
集
（
邦
訳
）
第
三
八
巻
、
一
五
ニ
ー
一
五
三
頁
。

2
・
G
.
 v
o
n
 M
a
y
r
.
 S
t
a
t
i
s
t
i
k
 
u
n
d
 G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
,
 1
 
B
d
 `
 
2
 
A
u
f
l
.
 1
9
1
4
.
 
S. 
3
0
.
 

3
・
日
本
統
計
年
鑑
の
「
序
」
よ
り
。

4·M.G• 

K
e
n
d
a
l
l
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A
d
v
a
n
c
e
d
 T
h
e
o
r
y
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f
 
Statistics, 
I. 
1
9
5
1
.
 

C
h
a
p
t
e
r
 
1
.
 

佐
藤
良
一
郎
『
数
理
統
計
学
』
一
九
五
一
年
版
「
度
数
分
布
」
の
章
を
み
よ
。

5
．
北
川
敏
男
『
推
測
統
計
学
』

I
（
岩
波
全
書
）
一
頁
。

6
・
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
、
補
巻
3
、
二
七
七
ー
ニ
七
九
頁
。

7
．
北
川
敏
男
『
統
計
学
の
認
識
』
（
一
九
四
八
年
）
、
坂
元
平
八
・
畑
村
又
好
「
数
理
統
計
学
の
発
展
」
（
有
沢
編
「
統
計
』
）
参
照
。

8
．
蜻
川
虎
三
『
統
計
利
用
に
於
け
る
基
本
問
題
』
四
三
頁
。

9
鑢
川
虎
三
、
前
掲
書
七
七
頁
。

1
0
・
G
 v
o
n
 M
a
y
r

羞
tatistik
u
n
d
 G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
,
 1
 

B
d
,
 2
 
A
u
f
l
.
 
S. 3
0
.
 

「
統
計
の
認
識
」
は
こ
れ
で
は
ま
っ
た
＜
皮
相
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
さ
き
に
も
ふ

第
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十
九
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三
号
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